
ク
マ
被
害
対
策
の
取
り
組
み

卸
・
小
売
業
の
経
営
環

境
の
変
化
に
つ
い
て

問
こ
こ
数
年
間
に
、
小
売

業
で
は
地
元
既
存
店
の
淘

汰
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
。

卸
売
業
も
同
様
で
、
産
業

振
興
面
や
雇
用
の
受
け
皿

と
し
て
も
市
内
経
済
へ
の

影
響
が
大
き
い
。

答
地
域
経
済
の
活
性
化
に

努
力
し
て
い
る
が
、
各
産

業
へ
の
波
及
効
果
が
大
き

い
観
光
客
誘
致
を
優
先
的

に
取
り
組
み
、
雇
用
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

答
市
内
の
経
済
循
環
や
産

業
構
造
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
効
果
的
な
施
策
の
立

案
に
有
用
と
考
え
る
。

問
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

経
済
循
環
を
分
析
す
る
た

め
に
必
要
な
、
高
山
市
独

自
の
「
産
業
連
関
表
」
の

作
成
に
踏
み
出
す
べ
き
。

答
産
業
連
関
表
活
用
は
重

要
な
一
手
法
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
も
県
の
連
関

表
を
使
い
様
々
な
分
析
は

し
た
。
市
独
自
で
作
成
す

る
た
め
に
は
全
庁
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
産

業
連
関
表
の
研
究
は
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問
政
策
の
柱
を
、
企
業
誘

致
か
ら
意
欲
あ
る
中
小
企

業
育
成
へ
転
換
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
」
で
地
域
の
雇

用
を
守
る
必
要
性
で
あ
る
。

答
企
業
を
育
て
る
土
壌
な

り
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

産
・
官
・
学
・
金
の
支
援

体
制
を
強
化
し
、
中
小
企

業
の
成
長
を
図
り
た
い
。

そ
の
こ
と
が
「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

と
理
解
し
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
を
見
直
す
が
、
中
心
商

店
街
の
位
置
づ
け
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
賑
わ
い
の
中
心
で
も
あ

り
、
新
し
い
起
業
家
の
育

成
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

強
化
し
て
い
く
。
今
後
は

商
店
街
や
ま
ち
づ
く
り
会

社
と
連
携
し
て
調
整
機
能

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
地
方
が
何
で
稼
ぎ

ど
う
雇
用
を
守
っ
て
い
く

か
の
点
を
総
合
的
に
組
み

立
て
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
リ
サ
ー

チ
部
門
を
強
化
し
て
戦
略

的
な
視
点
で
経
済
効
果
を

測
る
必
要
も
あ
り
、
地
域

経
済
構
造
分
析
の
手
法
が

有
効
で
あ
る
。
ま
ず
は
地

域
の
経
済
構
造
を
し
っ
か

り
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

時
代
の
変
化
を
見
据
え
た

産
業
政
策
の
策
定

地
域
経
済
構
造
分
析
と

産
業
連
関
表
に
つ
い
て

中田 清介 議員

御
嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
エ
リ
ア
に
つ
い
て

乗
鞍
の
高
ト
レ
エ
リ
ア

と
し
て
の
活
用

問
利
用
状
況
と
御
嶽
山
噴

火
の
影
響
は
。

答
平
成
20
年
度
に
千
人
程

度
だ
っ
た
利
用
者
は
、
平

成
25
年
度
に
2
万
2
千
人

に
達
し
た
。
噴
火
に
よ
り

翌
日
に
微
量
の
降
灰
が
確

認
さ
れ
た
が
、
環
境
基
準

を
下
回
っ
て
お
り
影
響
は

限
定
的
で
あ
る
。

問
海
外
チ
ー
ム
の
合
宿
誘

致
の
成
果
は
。

答
来
年
の
世
界
陸
上
の
事

前
合
宿
地
と
し
て
米
国
代

表
チ
ー
ム
の
利
用
が
決
定

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
視
察

に
来
て
お
り
、
英
国
も
視

察
の
予
定
で
あ
る
。

ア
を
補
完
す
る
最
適
地
だ

が
、
市
の
考
え
は
。

答
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
と
し
て
乗
鞍
が

利
用
さ
れ
た
実
績
が
あ
り
、

活
用
の
可
能
性
は
あ
る
。

御
嶽
エ
リ
ア
と
の
連
携

や
ア
ス
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
活
用
な
ど
、
専
門

家
や
有
識
者
の
意
見
を
参

考
に
研
究
し
て
い
く
。

乗
鞍
の
自
然
の
魅
力
は

多
い
。
畳
平
か
ら
歩
い
て

行
き
た
い
の
が
五
ノ
池
。

こ
こ
は
、
5
つ
の
池
や

3
千
m
の
高
地
に
広
が
る

平
地
の
湿
原
、
希
少
な
高

山
植
物
が
咲
く
な
ど
感
動

大
。
法
の
規
制
を
ク
リ
ア

し
、
開
放
す
べ
き
で
は
。

問
畳
平
〜
五
ノ
池
ル
ー
ト

の
指
定
ガ
イ
ド
付
き
ツ

問
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
・

鶴
ヶ
池
周
辺
は
御
嶽
エ
リ 御

嶽
高
ト
レ
・
米
選
手

団
の
合
宿
決
定
！

乗
鞍
も
高
ト
レ
エ
リ
ア
に
い
れ

「
飛
驒
は
高
ト
レ
の
聖
地
」
を

目
指
し
て
は
！

乗
鞍
の
自
然
を
活
か
し

た
地
域
創
生
に
つ
い
て

車戸 明良 議員

ア
ー
の
今
後
の
展
開
は
。

答
今
年
度
は
旅
行
会
社
に

働
き
掛
け
、
立
ち
入
り
制

限
さ
れ
て
い
る
五
ノ
池
を

め
ぐ
る
特
別
な
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
。
悪
天
候
な
ど

で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
に

は
効
果
的
で
あ
り
、
今
後

も
様
々
な
ル
ー
ト
で
実
施

で
き
る
よ
う
協
議
を
行
う
。

問
桔
梗
ヶ
原
、
土
俵
ヶ
原

に
バ
ス
停
を
設
置
し
、
桔

梗
ヶ
原
〜
大
黒
岳
・
十
石

峠
〜
平
湯
大
滝
の
登
山
道

に
よ
る
観
光
振
興
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
登
山
道
は

観
光
、
地
域
振
興
に
寄
与

す
る
。
バ
ス
停
は
関
係
機

関
と
協
議
、
検
討
す
る
。

問
堅
果
類
が
4
年
毎
に
凶

作
に
な
る
の
が
要
因
。
予

測
で
き
る
の
だ
か
ら
防
除

対
策
、
環
境
整
備
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

答
4
年
目
に
里
山
の
環
境

整
備
が
進
む
よ
う
、
森
林

環
境
税
を
活
用
し
た
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
生
息

環
境
を
保
全
す
る
た
め
に

も
強
間
伐
を
進
め
る
。

高山市小売業売り場面積の推移（㎡）

大型店売り場面積
大型店以外の売り場面積
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